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固定資産税と

保険税に督促

九月二十日付で固定資

産税三期分、保険税八

月分の督促状を出しま

すので、未納のかたは

早めに納めてください
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よ〈毎月1日.1I8.ft日発符〉

9 月 の メ モ

1 6日=a.モータ}ポー ト第2節(1 9日まで)

1 7日=ム黒木小学校運動会

2 3日=ムモーターボー ト第3節(2 7日まで)

2 4日=ム運動会(大村中、西大村中、郡中〉

2 9日=ム労{力ブJil/司整協議会設立会ム全地区務
連絡委員会
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知
を
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
他
の

一
通
知
が
な
け
れ
ば
異
状
が
な
か
っ

か
た
に
は
ご
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
一
た
も
の
と
と
承
知
く
だ
さ
い
。

一雑
し
、
ま
た
一
部
三
浦
地
区
の
皆

異
常
な
人
だ
け
に
通
知

一一

に
は
、
レ
ン
ト
l
ゲ
ン
機
械
の

九
月

一
日
か
ら
、
は
じ
め
ま
し
た
一
故
障
の
た
め
実
施
期
日
の
変
更
を

結
核
検
診
は
、
皆
さ
ん
の
非
常
な
一
し
た
よ
う
な
事
態
者
起
し、

大
変

関
心
に
よ
り
、
今
回
の
よ
う
に
多
一と
迷
惑
を
、
お
か
り
し
た
乙
と
を

数
の
方
が
受
診
に
と
ら
れ
た
乙
と
一
深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

は
、
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
り
、
一
な
お
、
検
診
の
結
果
、
精
密
検
査

と
の
た
め
各
会
場
と
も
相
当
に
混
一
を
必
要
と
す
る
か
た
の
み
個
人
通

南
川
内
川
護
岸

萱
瀬
南
川
内
川
は
昭
和
三
十
二
年
七
月
三
十

五
日
水
害
で
相
当
カ
所
が
決
壊
し
ま
し
た
。

復
旧
工
事
は
千
二
百

釘

(
両
岸
)
に

わ
た
る

護
岸
沿
よ
び
、
頭
首
工
一
カ
所
、
床
固
め
四
カ

所
を
実
施
、
立
派
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
南
川
内

川
の
護
岸
と
床
固
め
〉

一ム
澗
十
六
才
以
上
、
満
六
十
五
才

一
以
下
の
か
た

一
ム
採
血
前
に
医
師
が
検
診
を
し
ま

一

す
か
ら
無
理
な
採
血
は
し
ま
せ

一

ん。

・

一ム
一
カ
月
一
回
以
上
の
採
血
は
し

輸
血
が
医
療
よ
占
め
る
軍
要
位

一字
愛
の
献
血
運
動
」
を
く
り
ひ
ろ
一
ム
献
血
手
般
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

一

一

一

ま
せ
ん

は
近
ご
ろ
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り

一げ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
(
血
液
型
や
献
血
記
録
を
記
入
)
一

一

一

一

ム
血
液
が
濁
り
ま
ず
か
ら
採
げ
つ

ま
し
た
が
、

半
面
、
供
血
者
群
の

一

乙
の
運
動
期
間
中
、
巡
回
推
進一
ム
も
し
、
あ
な
た
や
近
親
者
に
輸一

一

一

一

直

前

に

は
脂
肪
の
多
い
重
い
食

職
業
化
に
と
も
な
う
供
血
者
費
血

一班
(
医
師
、
検
査
技
師
、
宥
謹
婦
)一

血
の
必
要
を
生
じ
た
と
き
は
血
一

一

一

餌
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

の
実
控
室
盃
者
の
幣

害

差

一が
各
地
区
右
巡
回
レ
、
講
演
会
、
一
液
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

一

さ

さ

;

く
一
般
国
民
に
知
ら
せ
る
と
と
も

一映
画
昔
、
健
康
診
断
な
ど
と
併
せ
一
ム
血
液
型
判
定
を
無
料
で
行
な
、
一

1
1
1

一

一

b
一ム
体
重
は
男
子
四
十
五
キ
ロ
、
女

に
、
赤
十
字
の
人
道
的
立
場
か
ら

一て
血
液
型
の
無
料
判
定
を
行
な
い
一
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
一

一

一

-
子
四
十
キ
ロ
以
上
の
か
た

血
液
事
業
の
正
常
化
と
血
液
の
確

一ま
す
。

一

一

一

献

血

を

す

る

場

合

(福
祉
事
務
所
)

保
を
は
か
り
、
病
気
そ
の
他
に
よ

一

大
村
市
で
は
九
月
十
五
、
十
六

一

る
生
命
の
危
急
に
備
え
る
た
め
、

一

目
、
大
村
市
役
所
に
巡
回
推
進
一
ム
一

回
の
採
血
量
は
二
百

C
C

日
本
赤
十
字
社
で
は
献
血
運
動
を

一

班
が
派
遣
さ
れ
、
説
刷
会
、
血

一

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
乙

一

液
型
の
判
定
、

献
血
予
約
一
定
録
一

の
運
動
に
対
す
る

一
般
の
関
心
を

一

な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

高
め
、
献
血
者
、
予
血
者
な
ら
び

一

多
数
お
で
か
げ
く
だ
さ
い
。

に
献
血
予
約
者
も
確
保
す
る
な
ど

の
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
‘

九
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
「
赤
十

辺
日
自
転
車
預
り
所
の
一

入

札

一

市
事
業
視
で
は
モ
ー
タ
ー
ボ
・-

!
ト
場
入
場
門
前
の
自
転
車
預

り
所
使
用
権
の
入
札
そ
九
月
二

十
二
日
午
後
一
時
、
玖
島
崎
事

業
課
で
実
施
し
ま
す
。

入
札
の
で
き
る
人
は
、
市
内

に
二
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人

で
、
市
税
完
納
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。な

お
、
入
札
保
証
金
は
入
札

金
額
の
百
分
の
三
以
上
。

く
わ
し
い
乙
と
は
事
業
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
(
事
業
課
)
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愛
の
献
血
運
動
9
月

1
日
か
ら

初

日

ま

で

15 
.
“

日
血
液
型
の
判
定
や
予
約
登
録

一
通
扶
助
料
の
請
求
に
つ
い
て

一

イ
死
亡
者
に
つ
い
て
の
履
歴

一申
立
曹
は
市
町
村
役
場
を
経
由
し

一
添
付
す
る
こ
と
。

一
月
半

以

内

一

ロ

提

出

さ

れ

た

申

立
書
は
審

在
勤
加
算
一
月
に
つ
き
半
月

一査
の
う
え
購
求
権
が
あ
れ
ば
繭
求

ま
た
は
三
分
の

一
月

一書
類
一
切
を
添
え
送
付
す
る
。

国
培
警
備
加
算
一
月
に
つ
き
一
ハ
履
歴
申
立
曹
は
今
年
九
月

二
月

一か
ら
昭
和
三
十
七
年
三
月
ま
で
と

一ず
る

0

1
旧
陸
海
軍
学
生
生
徒

一一
②
生
存
者
の
加
算
関
係
に
よ
る

に
係
る
特
例
扶
助
料
の

-一普
通
恩
給
請
求
に
つ
い
て

給
与
の
拡
大
l

一一
イ
生
存
名
の
加
算
開
株
に
よ

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
掩
謹
一
る
普
通
恩
給
繭
求
の
た
め
の
履
歴

法
第
三
条
に
よ
れ
ば
旧
準
軍
人
と

一申
立
書
は
通
信
噴
と
し
て
ニ
十
円

旧
軍
人
、
旧
費
、
旧
軍
属
で
一し
て
の
在
職
留
に
は
、
旧
陸
海

一を
添
え
左
記
の
普
提
出
し
て

加
算
年
が
算
入
さ
れ
な
い
た
め
旧
一
軍
の
学
生
生
徒
の
期
聞
は
認
め
て

一く
だ
さ
い
〈

軍
人
等
の
恩
給
楢
を
取
得
し
て
い
一
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
、
今

一

明

治

年

代

読

昭

翌

十

六

な
い
も
の
の
F

っ
ち
、
満
州
、
菜
、
一
回
乙
の
身
分
保
有
期
間
中
で
あ
っ

一年
度

南
方
、
重
列
島
、
朝
鮮
、
台
湾
一
て
も
在
職
期
間
に
合
め
、
悶
和
三

大

正

六

年
堅
れ
昭
和
三
十

樺
太
、
関
東
州
等
の
特
定
地
域
に
一
十
六
年
十
月
か
ら
特
例
扶
助
容

一七
年
度

お
い
て
戦
務
に
服
し
て
時
期
に
応
一給
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一
大
正
七
年
却
降
立
れ
お
よ
び
若

じ
た
左
記
地
域
加
算
を
算
入
し
、

一

一

普
通
恩
給
を
受
り
る
最
短
恩
給
年
一

1
傷
病
恩
給
年
額
の
是

一日
停
止
関
供
者
陥
想
ニ
十
八
年

限
以
上
(
准
士
宮
以
上
十
三
年
、
一

正
及
び
旧
第
七
項
症
以

一旬

一

一

提
出
さ
れ
た
履
服
申
立
書

下
士
官
以
下
十
二
年
)
に
達
す
る
一

上
の
増
加
恩
給
を
受
け

一

一

一

は
保
有
資
料
計
照
合
し
樹
求
権
が

場
合
は
、
旧
軍
人
等
の
普
通
恩
給
一

る
者
の
子
女
加
給
の
り

一

一

帯

一あ
れ
ば
所
要
昨
訂
正
加
除
を
伝
な

ま
た
は
扶
助
料
を
受
付
る
権
利
生

限
撤
廃

l

一

一

一

し
請
求
書
類
巻
添
え
返
送
す
る
。

取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

{
備
制
一
事
務
所
)

戦
指
加
算

一
月
に
つ
き
三
月

外
国
擾
札
地
劉
務
加
算
一
月

に
つ
き
ニ
片

創川
国
鋲
戒
加
算

旧
軍
人
、

軍
属
等
の

J 川川"剛剛"川『
2 
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献
血
し
て
く
だ

さ
っ
た
か
た
に

恩
給
法
を

一
部
改
正
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一
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五

カ
年
で
計
画
を
樹

立と
岸
一活
を
安
定
向
上
す
る
た
め

に
は
、
産
業
構
造
お
よ
び
地
域

構
造
の
不
均
衡
を
で
き
る
だ
げ

少
な
く
し
、
農
林
、
水
産
業
の

昨
産
性
を
高
め
、
資
源
の
開
発

利
用
冷
促
進
し
、

工
業
の
振
興

を
は
か
る
な
ど
岡
地
域
経
済
の

総
合
的
拡
大
発
展
を
め
ざ
し
、

地
域
住
民
の
英
智
ど
創
造
力
を

結
興
し
て
、
地
域
の
特
世
に
応

じ
た
地
域
総
合
開
発
を
計
画
し

こ
れ
を
推
進
す
る
も
の
で
す。

一
方

針

川

乙
め
止
め
犬
村
東
彼
地
域
全
市

町
村
な
ら
び
に
関
係
各
儲
の
団

体
が
一
致
協
力
し
て
、
速
や
か

に
総
合
開
発
計
画
を
た
て
、
所

要
資
金
の
計
画
的
導
入
、
国
県

の
施
策
と
投
資
を
強
力
に
要
請

し
、
総
合
的
な
開
発
を
実
現
し

ま
す
。

旧
軍
人
、
旧
単
軍
人
、
旧
軍
属

等
の
恩
給
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ

流
の
強
化
(
観
光
事
業
を
含
む
)
一一ま

し
た
。

な
お
、
協
議
去
の
事
務
局
を
大
村
一

乙
の
改
正
法
に
よ
り
新
た
に
橋

市
(
企
由
室
)
に
お
き
、
県
企
画一
利
を
取
得
す
る
と
恩
わ
れ
る
か
た

室
L
「
大
村
、
東
彼
地
域
総
合
開
一は
市
役
所
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず

発
推
進
班
」

を
設
置
す
る
こ
と
に

一ね
の
う
え
所
定
の
手
続
き
を
し
て

な「

て
い
安
す
。
(
企
画
室
)

一く
だ
さ
い
。
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大
村
東
彼
地
区
一
観
光
、
建
設
、
文
教
関
係
、
県
議
一勝
也

の
社
会
、
経
済
、

一会
議
員
、
県
な
ど
の
関
係
者
百
三

一
会
長
大
村
市
長

大

村
純
毅

文
化、

厚
生
、
建
一
十
人
の
委
員
で
構
成
し
、
総
合
部
一
副
会
長
東
彼
杵
町
長
山
口
前

設
な
ど
を
振
興
し

一会
、
農
林
水
産
部
会
、商
工
観
光
部

一能
、
川
棚
町
長
竹
内
清
吾
、

総
合
的
な
施
策
を
一会
、
建
設
部
会
、
文
教
厚
生
部
会
の

一波
佐
見
町
長
今
里
久
香

進
め
地
域
住
民
の
一
五
つ
の
部
会
を
設
付
、
そ
れ
ぞ
れ

一

宰
樹
、
生
活
の
安
一の
専
門
委
員
が
専
門
的
事
項
ぞ
調

定
を
期
す
る
た
め一

査
審
議
し
、
同
協
議
会
で
は
総
合

九
月
四
日
大
村
東

一的
な
計
画
を
た
て
開
発
を
推
進
す

彼
地
域
総
合
開
発
一

る
も
の
で
す
。

振
興
協
議
会
が
発
一

九
月
四
日
午
後
一
時
か
ら
中
央

足
し
ま
し
た
。

一公
民
舘
で
乙
れ
ら
の
関
係
者
百
名

乙
の
協
議
会
は
大
一
が
出
席
、
設
立
総
会
(
下
段
写
真
)

村
東
彼
地
域
の
市
一
が
開
か
れ
、
同
協
議
会
が
発
足
し

町
村
、
市
町
村
議
一た
も
の
で
、
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お

会
議
長
、
農
林
、
一り
決
ま
り
ま
し
た
。

水
産
、
商
工
、
鉱
一
名
誉
会
長
長
崎
県
知
事

旬、、、、。a
E S 、、s s 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、z、
ぐミ
、む
史認

BE 
gg 
u 、、、、
⑬ 佐

藤

川
協
議
会
の
目
的
川

乙
の
協
議
会
の
目
的
は
、
式
村

東
彼
地
域
経
済
は
、
小
企
業
、

家
族
労
働
力
を
主
と
し
た
、
零

細
な
企
業
と
農
漁
業
で
代
表
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
地
戚
佳
民
の

生
活
水
準
は
概
し
て
低
く
、
さ

ら
に
将
来
、
先
進
地
域
と
の
格

差
が
増
大
す
る
こ
と
は
必
至
で

す
。
そ
こ
で
地
域
住
民
の
事
福

i計i
;画E
Eのz
i要 E
----

Z預貝

乙
の
計
画
の
要
領
は
、

①
附
和
三
十
七
年
度
か

ら
五
カ
年
で
計
画
を
た

て
る

②
乙
の
計
画
は
産
業

文
化
お
よ
び
民
生
の

総
合
的
発
展
の
た
め
、

基
随
条
件
の
確
立
に
必

要
な
事
業
の
実
施
計
画

に
重
点
を
お
く

①
乙
の
計
画
の
回
顧
は

つ
ぎ
の
主
要
事
項
と
す

る川
住
民
生
活
の
安
定
向

上
L
f-
教
育
文
佑
の
興
隆

小山
資
源
の
開
発
と
産
業

基
慨
の
整
備

小
川
産
業
振
興
と
経
済
交

ー
地
域
加
算
の
算
入
日

ー
今
回
の
改
正
法
に
よ

る
普
通
恩
給
ハ
扶

助

料
〕

の
請
求
要
領
H

一
月
に
つ
き
一①
死
亡
者
の
加
慌
関
係
に
よ
ろ
普

九日一
.u・
『1
A

・
・J
一日r
-z
a
一-

h

一一日口
・

の

用

1し、

火

自
衛
官
を
募
集

防
衛
庁
で
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
第
三
次
ニ
等
陸

・
海
・
空
自
衛
官
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
ム
応
募
資
格
昭
和
十
一
年
十
一
月
三
日
か
ら
昭
和
十
八
年
十
一
月
一
日
ま
で
引
間
に
住
ま
れ
た
日
本
凶
絡
を
有
す
る
封
チ
心
願
書
受
付
晒
和
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
十
片
三
十
一
日
ま
で

ム
鼠
験
期
同
昭
和
三
十
六
年
九
均

一
日
か
ら
十

一
月
六
日
ま
で
の
聞
の
一
日
ム
誌
験
地
大
村
市
ム
訴
験
科
目
筆
記
部
験
(
中
卒
握
度
の
国
語
、
作
文
、
数
学
、
社
告
)
身
体
検
査
、
口
辿
弘
験
ムト
心願
票
は
市
民
繰
ま
た
は
出
張
附

μ
あ
り
ま
す。

(
市
民
謀
}
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各
地
区
で
結
核
検
診
(
レ
ン
ト
グ

ン
撮
影
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
c

(二〕

ム
日
時
九
月
十
七
日
午
前
九
時

ム
場
所
市
内
辻
田
町
、
微
神
堂

ム
証
書
料
一

級
i
三

級

百

円
、
一
ニ
級
以
下
五
十
円

当
日
防
具
、

申
食
持
参
の
乙

と。

(
大
村
剣
道
協
会
)

:貧 :

:中j

j毒 j

iの;
;分!
:類:

食
中
毒
の
経
路
と
原
因

(才294号)

「
と
し
よ
リ
」

時
日
か
ら

の
福
祉
週
間

大村

理
髪
、

入
浴
は
半
額
、

誠
灸
は
無
料
で
サ
!
ビ
ス

{毎月 1日，10臼，r0日発行)

「
と
し
よ
り
の
日
L

は
昭
和
一
一
二
一
一
回
H
が
最
高
令
者
で
す
が
、

一以
上
の
か
た
に
無
料
サ
ー
ビ
ス
の

十
六
年
に
制
定
さ
れ
本
年
(
九
月

一
昨
年
贈
呈
〕
に
は
記
念
写
真
を
贈
一
奉
仕
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

十
五
日
)
で
十
一
回
目
を
迎
え
る
一
り
ま
す。

な
お
、
市
内
理
容
、
浴
一
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
券
は
各
町
総
代

乙
と
に
な
り
ま
す
。

一
場
組
合
で
は
満
七
十
才
以
上
の
か
一宅
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

社
会
の
関
心
と
協
力
の
も
と
に
、
一
た
に
理
盤
、
入
硲
の
半
額
サ
l
ピ
一
ご
利
用
だ
さ
い
。
(
福
祉
事
務
所
)

と
し
よ
り
の
生
活
表
明
る
く
た
一
ス
、
鋪
灸
師
会
で
は
満
八
十
五
才
一

の
し
く
す
る
乙
と
を
目
標
に
毎
年
一

訂以
U
M四
時
間
f
明
日
リ
一
-
ア
ッ
プ

(
T
E
p
p
)
を

日
詰
U
U
揺
れ
れ
一

特

定

毒

物

に

指

定

ま
す
の
で
、
皆
様
》
芝
も
に
敬
老
一
昭
和
三
十
六
年
六
月
十
九
日
付
一
過
し
た
日
即
ち
九
品
十
七
日
か
ら

運
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
政
令
ニ

O
二
号
で
毒
物
及
び
劇
物
一適
用
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た

市
で
は
、
市
長
か
ら
満
八
十
五
一
指
定
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
従
一

記

才
以
上
百
三
十
名

(男
四
ニ
名
、
一
束
毒
物
で
あ
っ
た
T
E
P
P

一
一
、
用
途
農
作
物
の
害
虫
の
防
除

女
八
八
名
)
の
高
令
者
に
長
寿
を
一
(
一
ア
ッ
プ
)
が
特
定
毒
物
と
な
り
同
一
二
、
使
用
方
法
散
布
に
限
る

祝
福
す
る
た
め
記
念
品
を
、
最
高
一
日
付
政
令
ニ
O
三
号
で
毒
物
及
び
一三
、
使
用
者
茂
ひ
実
地
指
導
員
の

令
者
団
代
キ
ヨ
さ
ん
(
九
四
才
)
一
劇
物
取
締
法
施
行
令
の
一
部
も
改
一
資
格
バ
ラ
チ
オ
ン
剤
と
同
じ

H
小
路
口
郷
六
七
八
日
〔
渡
海
与
一
正
さ
れ
次
の
と
お
り
使
用
基
準
が
一
回
、
公
示
期
間
防
除
実
施
の
ニ

市
さ
ん
(
九
六
才
)
日
新
城
町
一
一
定
め
ら
れ
て
公
布
後
九
十
日
を
経
一
目
前
か
ら
ニ
日
後
ま
で
の
五
日

農不 五
協 明以 問 、聞
にの 上 じ そ
お点の の
た に と 他Zつお

いり
くてで
だはあ
さ普り

。奇ま

パ
ラ
チ
オ
ン
剤
と

少
年
剣
道
昇
級
審
査

大
村
剣
道
協
会
で
は
剣
道
昇

級
審
査
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

子
供
会
の
少
年
剣

士
も
ふ
る
っ
て
受
け
て
く
だ
さ

「
あ
か
る
い
生
活
の

家
計
怨
」
を
あ
っ
せ
ん
J

健
康
志
生
活
を
す
る
た
め
、

れ
日
か
ら
乳
児
の
検
診

母
親
の
育
児
知
織
の
普
及
を
図

り
、
併
せ
て
乳
児
へ
の
適
切
な

保
健
指
導
を
行
な
う
意
味
で
、

長
崎
県
主
樹
に
よ
る
乳
児
一

斉

検
診
コ
ン
ク
ー
ル
の
第
一

次
審

査
を
市
主
催
で
つ
ぎ
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

も
れ
な
く
参
加
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ム
対
象
者
昨
年
九
月

一
日
か

ら
本
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
に

生
れ
た
乳
児

ム
実
施
期
日
、
場
所

9
月
幻
日
三
浦
出
堕
所

9
月
幻
日
鈴
田
出
頭
所

9
月
お
日
松
原
出
張
附

9
月
初
日

萱
潮
出
張
所

9
月
幻
日
福
重
出
張
所

9
月
泊
日

竹
松
出
張
所

9
月

m日
大
村
保
健
所

9
月
初
日
市
立
病
院

も
、
れ
念
く
受
診
し
ま
し
J

う
〈

ム
受
付
時
間
受
付
は
当
日
の

午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
、
各

会
場
で
行
な
い
ま
す
。

ム
優
良
児
の
選
出
、
表
彰

検
診
の
結
果
、
優
良
児、

努
力

児
を
選
出
し
、
市
長
表
彰
を
行

な
い
ま
す
。
な
お
、

被
表
彰
者

の
う
ち
、
男
女
各
五
名
(
一
位

1
五
位
)
の
優
良
児
お
よ
び
努

力
児
を
第
二
次
検
診
(
保
健
所

実
施
)
に
送
り
ま
す。

(保
険
衛
生
課
)

で;成水
免害
申に
請よ
はる
20市
日税
まの

八
月
十
九
、
二
十
日
の
豪
雨

に
よ
る
消
防
本
部
調
査
に
基
く

被
害
地
帯
、
大
上
一回
川
橋
付
近

水
主
町
(
丹
々
川
付
近
)
の一

部
、
本
小
路
(
小
学
校
付
近
)

に
つ
い
て
は
一
応
一戸別
に
実
態

調
査
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他

車

に

】

大

村

市

で

は

縛
め
似
従
来
自
転
車
の

一
昨
早
山
登
録
は
地
区
防

一
一
は
】
狂
組
合
ご
と
に

す
人
】
行
な
っ
て
い
た

s

】
た
め
非
常
に
不

申
。
ぃ
】
便
で
あ
り
整
理

会
C

れ
悼
】

が
う
ま
く
で
き

て
、
】
し
】
な
か
っ
た
の
で

て
て
】
今
春
大
村
市
連

庖
え
】
合
防
犯
組
合
の

車
替
山
一
連
番
号
に
し

鵜

切

凶

て

一

斉
登
録
替

向

回

会
L

】
え
を
行
な
い
自

の
票
似
転
車
の
盗
難
防

く
録
ム
止
並
び
に
捜
査

近
当
凶
上
に
も
大
き
な

効
果
を
あ
げ
て

の
地
区
で
家
屋
の
被
害
を
受
り

床
上
浸
水
等
で
家
財
の
損
害
が

二
割
以
上
ま
た
は
農
地
が
流
失

埋
没
等
の
た
め
、
一
筆
で
二
割

以
上
の
被
害
に
つ
い
て
は
市
税

い
ま
す
。

と
と
ろ
が
一
部
の
か
た
が
ま
だ

登
録
替
え
を
行
な
わ
ず
、
旧
登

録
票
の
ま
ま
使
用
し
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
危
険

が
予
相
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
固

に
近
く
の
自
転
車
庖
で
切
替
え

て
く
だ
さ
い
。
ど
乙
の
自
転
車

后
で
も
切
替
え
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
度
の
切
替
で
当
分
の

間
登
録
替
え
は
行
な
わ
れ
な
い

も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
の
で
、
乙

ん
ど
の
登
録
に
つ
い
て
は
全
面

的
な
皆
様
の
ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

(
大
村
市
連
合
防
相
組
合
)

所 ま の
)で減
ヘ市免
出税申
し 務請
て 課 書

(品安究
税さた月
務いは二
課。出十
) 強日

ロ18口

:日;
Gか Q

り

秋
ロのロ

!種f
;痘;

秋
の
定
期
種
痘
を
つ
ぎ
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。

病
気
を
防
ぐ
に
は
、
環
境
衛
生

を
改
善
し
、
予
防
接
種
主
元
全

実
施
す
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

お
互
い
に
自
分
自
身
の
乙
と
で

す
か
A
該
当
者
は
洩
れ
な
く
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
対
象
者

川

生
後
二
カ
月
か

ら
十
二
カ
月
以
上
の
も
の
で
、

ま
だ
一

回
も
接
種
し
て
い
な
い

も
の
も
対
象
と
し
ま
す

ω明
年
四
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
も
の
。

ω小
学
校
六
年
生
の
学
童

(別

途
、
各
学
校
で
実
施
す
る
)

ム
接
種
料
金
当
日
、
対
象
者

一
人
当
り
十
円
の
実
質
を
徴
集

し
ま
す
。

小
児
マ
ヒ
の
ワ
ク

チ
ン
申
込
み
は
月

末
ま
で

秋
に
実
施
す
る
小
児
マ
ヒ
の
ソ

l
ク
・

ワ
ク
チ
ン

(
注
射
)
に

よ
る
予
防
接
種
の
受
付
け
を
つ

ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

該
当
者
は
、
市
保
険
衛
生
課
ま

た
は
各
出
張
所
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

(申
込
み
の
と
き
昭
和
三
十
六

年
度
の
市
民
税
税
額
を
申
出
て

く
だ
さ
一い
)

な
お
、
い
ま
ま
で
に
申
込
ま

れ
て
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い

か
た
も
、
ぜ
ひ
あ
ら
た
め
て
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金
(接
種
当
日
徴
蚊
)

は
実
費
二
百
七
十
一
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
保
説
者

の
市
民
税
額
が
均
等
割
だ
け
の

も
の
は
六
十
八
円
に
域
額
さ
れ

ま
す
。

ム
実
施
時
期

m月
J
ロ
月

接
種
期
日
は
確
定
次
第
、
市
政

だ
よ
り
で
通
知
し
ま
す
。

ム
申
込
期
日
九
月
三
十
一
日

ま
で
。

ム
対
象
者

定
期
該
当
者
(
法
令
に
よ

り
必
ず
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
)

ω昨
年
十
月
一
日
か
ら
本
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
も

の。例
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
三
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

に
生
れ
た
も
の
で
、
第
二
回
の

接
種
目
か
ら
七
カ
月
経
過
し
た

も
の
。

ω一
ニ
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
三

十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

れ
た
も
の
で
、
第
三
回
の
接
種

目
か
ら
十
二
力
月
J
十
八
カ
月

を
経
過
し
た
も
の
。

任
意
一
該
当
者
(
希
望
し
て

接
種
す
る
も
の
)

昭
和
三
十
五
年
の

長

崎

県

に

お

げ

が

、

一

般
に
動
物
位
た
ん
白
質
の

る

乙

と

叫

る

食

中

毒

は

七

百

五

十

九

名

で

、

も

の

に

繁

殖
し
や
す
い
よ
う
で
す

⑥
食
品
そ
扱
っ
た
り
、
調
理
を
す
川

iaa 

前
年
よ
り
四
百
十
二
名
も
増
加
し

①
細
菌
位
の
中
毒

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
擢
恩
お
よ
び
保
と
れ
ら
は
汚
染
さ
れ
て
い
て
も

①
鮮
度
の
お
ち
た
食
品
材
料
は
使
る
人
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
の
川

て
い
ま
す
。
乙
れ
は
七
月
の
野
母
②
毒
き
の
乙
、
ア
サ
リ
貝
、
フ
グ

菌
し
て
い
る
家
ネ
ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
一
般
に
色
沢
、
臭
気
、
味
に
は
な
用
し
な
い
よ
う
に
。

街
で
も
佑
脱
し
て
い
る
時
は
指
川

崎
町
に
お
け
る
ア
ゲ
刀
マ
ボ
コ
事

引
な
ど
の
毒
物
含
有
に
よ
る
申
書

リ
の
ふ
ん
、
尿
に
よ
っ
て
汚
染
さ
ん
ら
の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
し
毒

②
少
し
で
も
疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
サ
ッ
ク
等
を
使
用
す
る
と
と
ト

件
と
、
十
一
月
の
壱
岐
郡
の
集
団
①
亜
ヒ
酸
等
の
毒
世
物
質
の
食
物
れ
る
と
同
時
に
運
ば
れ
ま
す
。

素
の
発
生
レ
た
食
品
は
煮
沸
し
て
る
食
物
は
捨
て
る
よ
う
に
。

⑦
な
ま
水
、
な
ま
物
は
食
べ
な
い
州

中
毒
等
の
異
例
的
な
多
発
を
除
り
混
入
に
よ
る
申
毒

プ
ド
l
球
菌
は
食
品
を
取
扱
う
人
も
毒
素
は

減

少

し

ま

せ

ん

。

従

来

「

こ

れ

く

ら

い

な

ら

:

:

:

」

と

よ

う

に

仙

ば
、
ほ
ほ
例
年
と
大
差
な
い
発
生

‘

毒

茸

に
は
テ
ン
グ
茸
、
紅
テ
ン
グ
吋

状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
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茸
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茸
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ほ
か
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含
ま
川

ま
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全

国

的

に

も

大

体

例

年

表

こ

れ

去

ら

多

丈

一な

お

い

一一
食

中

一
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れ
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ま
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o
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i
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l
六
月
、
カ
キ
は
夏
に
ど
く
素
を
似

多
発
し
、

殊
に

八

、

九

の

ニ

カ

月

持

っ

て

い

ま

す

。

フ

グ

は

内

臓

や

肋

間
三
年
間
の
約
六
O
%を
占
め

あ

や

し

い

食

べ

物

は

思

い

切

っ

て

捨

て

る

血

液

の

中

に

呼

吸

中

審

マ

ヒ

九

て

い

ま

す

。

せ

る

ど

く

素
を
含
ん
で
い
ま
す
の
川

と
れ
は
、

夏
期
は
高
温
高
混
と
な
細
菌
位
の
食
中
毒
に
は
病
原
菌
が
の
手
の
化
膿
創
か
ら
食
品
に
移
り
報
告
さ
れ
た
お
も
な
も
の
を
あ
げ
か
「
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
と
で
確
か
な
調
理
士
の
調
理
し
た
も
川

り
食
物
が
儲
敗
し
や
す
く
な
り
、
人
体
に
浸
入
し
て
中
毒
症
状
を
お
そ
乙
で
発
育
培
殖
し
毒
素
を
産
生
る
と
、
大
福
餅
、
あ
ん
餅
、
野
葉
考
え
る
と
食
中
ど
く
の
原
因
に
の
で
な
い
と
危
険
で
す
。
川

細
菌
の
繁
殖
に
絶
好
な
時
期
と
な
乙
す
も
の
と
、

浸
入
し
細
菌
の
し
ま
す
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
缶
詰
サ
ラ
ダ
、
カ
マ
ボ
コ
、
家
鴨
卵
、
卵
な
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

D
D
T
B
H
C
等
は
家
庭
ト

る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
九
月
に
な
品
育
増
殖
に
よ
り
分
解
を
う
け
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
密
閉
さ
れ
燐
、

腸
話
、
塩
漬
肉
、
ハ
ム
、
エ
①
そ
族
昆
虫
の
駆
除
、
手
洗
い
の
で
も
メ
リ
ケ
ン
粉
と
誤
っ
て
使
用
州

り
気
候
が
よ
く
な
る
と
、
旅
行
、
物
質
を
食
べ
て
中
毒
症
状
を
お
こ

た
加
工
品
の
中
で
繁
殖
し
ま
す
。
ピ
お
よ
び
そ
の
天
ぷ
ら
、
フ
ラ
イ
励
行

す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
は
っ
仙

運
動
会
、
雲
等
が
多
く
な
り
集
す
も
の
と
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
は
お
も
に
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
食
豚
カ
ツ
、
魚
、
つ
く
だ
に
な
ど
そ
①
衛
生
的
な
飲
食
庖
、
食
品
目
の
き
り
明
示
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
ベ

団
で
食
事
を
す
る
機
会
が
多
く
な
そ
の
名
の
示
す
よ
う
に
、

必
ず
食
品
は
必
ず
し
も
た
ん
臼
質
が
多
い
の
種
類
は
極
め

て

多

く

あ

げ

ら

れ

利

用

せ

ん

O

(

保
険
衛
空
課
)
川

る
た
め
と
相
像
さ
れ
ま
す
。

品
そ
仲
介
と
し
て
伝
染
し
ま
す
。
も
の
品
Z
T

必

要

条

件

と

は

し

ま

せ

ん

で

い

ま

す

。

⑤

食

器

類

は

常

に

清
潔
に
心
掛
り
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ι

ω一
ニ
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、
第
二

回
の
接
種
目
か
ら
七
カ
月
経
過

し
た
も
の
。

ω一
ニ
十
五
年
十
月
ま
で
に
、
第

三
回
の
接
種
空
完
了
し
て
、
十

二
カ
月
J
十
八
カ
月
奉
経
過
し

た
も
の
(
追
加
免
疫
)

ω一
ニ
才
以
下
の
も
の
で
、
ま
だ

一
回
も
接
種
し
て
な
い
も
の

図
書
館
、
虫
ほ
し

の
た
め

8
日
か
ら

げ
固
ま
で
休
舘

夏
休
み
も
終
り
、
い
よ
い
よ

読
書
の
秋
に
は
い
り
ま
す
。

図
書
舘
で
は
と
れ
に
備
え
て
図

書
の
虫
ほ
し
ゃ
修
理
、
書
架
整

理
な
ど
を
行
な
う
た
め
、
九
月

八
日
か
ら
十
七
日
ま
で

'(
十
日

間
)
休
館
い
た
し
ま
す
。

F

市
立
図
書
館
)

種痘の接種、日時、場所

検診月 日

9.25 
11 26 

"27 
11 28 

11 2 9 

10.2 

崎11日は午後 l時から 31時まで

所

市役所

市立病院

竹松出張所

三浦診療所

鈴田出張所

松原出張所

萱 瀬保育所

福重出張所

東大村小学校

場接種月日

9. 18 

19 

20 

2 1 

22 

2 5 

26 

z7 

28 

u、〆、内J、鈴dヘ'"、，、，

ツ
ケ
ン
、
ベ
引
チ
類
、
ラ
ジ
ノ
げ

ク
ロ
パ

l
、
赤
ク
ロ
パ
ー
な
ど
叫

が
あ
り
ま
す
。

一

根
接
ぎ
の
時
期
で
す
。
天
牛一

幼
木
で
は
秋
枝
も
じ
ゅ
う
ぶ
や
樹
脂
病
に
得
さ
れ
た
樹
と
か
一

ん
伸
ば
す
乙
と
が
夏
枝
の
充
実

嚢
弱
し
た
樹
に
は
ユ
ズ
な
ど
の
一

を
は
か
る
と
と
で
あ
る
か
ら
、
強
位
台
北
柑
根
接
ぎ
し
て
樹
勢
の
一

誘
引
と
エ
力
キ
虫
の
防
除
を
徹

回
復
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
一

底
し
て
行
な
い
ま
す
。

ハ
ダ
ニ
の
発
生
が
多
く
な
り
一

緑
肥
作
物
の
播
種
適
期
で
あ
ま
す
。
フ
エ
ン
カ
ブ
ト
ン
ニ
O
一

る
園
の
空
地
に
は
、
あ
ま
す
所

O
O倍
液
を
中
l
下
旬
の
聞
に一

な
く
躍
を
作
っ
て
、
有
機
物
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
早
生
温
州
…

の
自
給
と
あ
わ
せ
て
表
土
の
流
で
同
着
色
促
進
を
か
ね
て
石
灰
一

亡
防
止
を
は
か
り
、

土
壊
の
劣

硫
黄
合
剤
一
五
O
倍
液
の
散
布
一

変
を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま
す
。

橿

を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
一

類
は
ル
|
ピ
ン
ザ
l

ト
ウ
イ
(
県
農
業
改
良
普
及
所
)
…
一

メ

モ
九…

【
み
か
ん
】

生
活
の
合
理
化
、
家
計
の
健
全
化
の
た
め
に
は
家
計
縛
の
司

八
が
第
一
で
あ
る
乙
と
は
問
知
の
事
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、

s
和
三
十
七
年
版
「
め
か
る
い
生
活
の
家
計
簿
」
(
見
本
は
市
民
課
に
あ
り
ま
す
)
を
作
成
、
有
償
配

布
す
る
と
と
と
な
り
ま
し
た
。

貯
蓄
組
合
員
を
は
じ
め
婦
人
念
、
青
年
団
ま
た
他
の
一

般
家
庭
に
も
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
ろ
お
奨
め
い
し
ま
す
。
価
格
は
三
十
八
円
で
す。

購
入
希
望
の
か
た
は
九
月
二
十
五
日
ま
で
に
市
民
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


